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 資料-3 

外部協議・検討 検討内容

太郎右衛門自然再生地の自然環境の状況
○乾燥化によって湿地が減少し、湿地に形成している多様な生態系が衰退しつつある。
○洪水による攪乱・更新の頻度の減少、強度の低下により、ハンノキ林を中心とした湿生林が安定・極相　
　化し、高木・壮齢化が進んでいる。

太郎右衛門自然再生地の社会的状況
○旧流路は、横堤によって分けられた3つの池（上池、中池、下池）を中心とした豊か　
　な湿地の自然が発達しており、住民からの自然保護に対する要望は強い。
○旧流路周辺はそのほとんどが民地であり、耕作などによる改変が懸念される。

自然再生地現況調査

上池ボーリング調査

＜物理的環境＞
本川及び旧流路について調査を実施
○流況（資料整理・流量調査）
○旧流路及び周辺の測量
○観察井戸の設置
　（地下水位及び流動・冠水頻度・土砂堆積状況）
○土質（ボーリング調査：河床の土砂堆積状況：　
　周辺土質の状況）→中池、下池
○水質（旧河道の水質変動、洪水前後の状況）
○騒音（ホンダエアポート、モトクロス場）
○田畑の落水状況（水量・水質・期間について調　
　査・資料収集）
○畑作状況（資料収集・聞取り）
○樋門水量・水質（資料収集・水量水質調査）

＜動植物の生育・生息状況（環境調査）＞
○植物
　　・植生・希少植物の分布状況
　　・ハンノキの生育状況：壮齢樹・若齢樹 の分
      布比率
　　・乾燥地の実態（年間を通じての水位・水面
      積、植生の変化）
○魚類・底生動物
　　・止水に生息する水生動物の生息状況
○鳥類
　　・鳥類（特に水鳥）の確認・利用（営巣、餌場）
       状況
　　・生態系上位種（オオタカ、サシバなど）
      の生息状況
○両生類・爬虫類・哺乳類
　　・生態系上位種（タヌキなど）の生息状況
○陸上昆虫類
　　・ミドリシジミなどの希少昆虫類の生息状況

○周辺計画との整合
都市計画・下水道計画・農地、都
市公園特に埼玉県川島都市林計
画（資料の収集・協議）

○周辺の歴史的・社会的・自然
　 的位置付け
　（資料収集・聞取り）

○調整地計画との整合
治水上の制約条件の抽出、調整
池計画が生態系に与える影響な
どの検討

自然再生実施計画（案）
の検討

○ビオトープネットワーク検討
  ・荒川全体におけるネットワーク
  ・旧流路におけるネットワーク

平成15年度

平成14年度

平成13年度

荒川～、三ツ又沼ネットワーク検討

協議会設立準備会（2回）

・自然度の評価
・上池湿地再生概略検討

自然再生計画（案)検討

平成16年度以降

○乾燥化の要因
  ・上・中・下池の乾燥化の原因
  ・乾燥化の場所・範囲の特定
○乾燥化による植生変化の把握
○攪乱有無に伴うハンノキ林など水辺の
　 植生の変化の把握
○堆積土砂が水生動植物に与える影響
　 の把握。
○現状のままで絶滅や生息環境の悪化
　 が危惧される種の抽出

○調査・検討内容のフォローアップ
　・経年変化等継続的な調査が必要な事項
　・協議会で出された意見を基にした調査・検討

○周辺社会状況の課題
  ・民地の改変
  ・治水による制約条件など

現状の自然環境の課題点の整理

○旧流路の全体コンセプト
○再生地のゾーニング
　・区分ごとの目標設定
　・各ゾーンで再生・保全対象とす
　  る動植物
○概略整備案

○各池（拠点）のコンセプト
○拠点ごとの整備内容
○整備検討フロー
　・整備内容の順位付け（段階的実
　  施案）
　

○維持管理管理目標
○管理内容の策定
　・管理地域の選定
　・ハンノキ林の伐採更新頻度など
　・その他必要管理項目の抽出
○管理体系
　・県、市町村との協働・分担
　・NPO、市民団体との協働・分担
　・市民への広報活動等の検討

○具体的対策案
  ・民地の国有化
  ・本川流入向上
  ・堆積土砂の掘削
  ・ワンド・エコトーン造成
  ・ハンノキ林の人為
　 的管理など

○効果を科学的に検証するため、段階的な整備の実施
注目すべき点(例）
①出水時の流入状況
②開放水面の増加状況・植生
　 の変化
③水生及び水辺植物の生育分
   布状況（希少種及び注目種）
④水生動物の生息状況
⑤水鳥の利用状況、オオタカな
    ど猛禽類の生息状況
⑥希少種・注目種の生息分布
    状況
⑦希少種・注目種の生息分布
    状況

○実施段階での評価・及び予測
   ・計画時の評価・予測の検証
   ・物理環境の変遷（湿地の再生状況など）
   ・生態系の変遷（植生、生物群集の変化など）
   ・その他実施時点での治水計画、社会的状況などとの整合

○計画に従った調査及び管理

調査内容（例）
①流況調査
②植生調査
③植物相調査
④魚類・底生動物調査
⑤鳥類調査
⑥両生類・爬虫類・哺乳類調査
⑦昆虫調査

○整備内容に対する予測・評価
  ・生態系に対するインパクト・レスポンス予測
  ・モニタリング・維持管理計画の作成
  ・整備に対する費用対効果
  ・その他

第１回（平成15年7月5日）

現状把握
課題の共通認識

第2回

課題の抽出と整理
自然再生の目標設定

第3回

検討結果の確認
全体構想の決定

課題別検討
課題別に目標設定、方策案、
役割分担を検討

太郎衛門自然再生
協議会

専門委員会

荒川太郎右衛門地区自然再生協議会の全体スケジュール
平成15年7月5日

今後の検討等によって内容が

変更されることがあります。


